
知
事
講
演
千
葉
県
の
魅
力
森
田
健
作
知
事夢

の
あ
る
県
を
目
指
す 佐々木迅氏ＱＶＣジャパン社長立地企業紹介

事業拡大の要素、豊富になぜ千葉なのか、ＱＶＣのホームグラウンド選び

松原聡氏東洋大学教授基調講演

全部あります、千葉
千葉県企業誘致セミナー２０１２

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
経
済
と
こ
れ
か
ら
の
経
営
戦
略

き
ょ
う
大
阪
で
開
催

　
本
日

時

分
か
ら
、
千
葉
県
と

千
葉
県
企
業
等
誘
致
推
進
本
部
は
大

阪
市
北
区
の
梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル
ス
ペ

ー
ス

Ｌ
で
「
千
葉
県
企
業
誘
致
セ

ミ
ナ
ー
２
０
１
２
」
を
開
く
。
大
阪

で
の
誘
致
セ
ミ
ナ
ー
は

年
ぶ
り
。

関
西
圏
の
企
業
に
対
し
て
、
森
田
健

作
知
事
が
千
葉
の
地
域
資
源
や
交
通

利
便
性
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
投
資
メ

リ
ッ
ト
を
直
接
訴
え
る
。
関
西
ペ
イ

ン
ト
の
浅
妻
慎
司
執
行
役
員
が
千
葉

県
で
の
新
工
場
建
設
の
決
め
手
を
紹

介
す
る
ほ
か
、
キ
ャ
ス
タ
ー
の
木
場

弘
子
氏
ら
有
識
者
が
千
葉
の
産
業
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
に
つ
い
て
語
る
。
セ
ミ

ナ
ー
終
了
後
に
は
知
事
と
参
加
者
の

交
流
会
を
開
く
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
、

日
に
東
京
都

千
代
田
区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ

ス
で
誘
致
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
。
東

洋
大
学
の
松
原
聡
教
授
に
よ
る
基
調

講
演
に
続
き
、
千
葉
市
美
浜
区
に
新

本
社
を
建
設
中
の
Ｑ
Ｖ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン

の
佐
々
木
迅
社
長
が
立
地
の
経
緯
を

紹
介
。
最
後
に
森
田
知
事
が
登
壇

し
、
千
葉
の
魅
力
を
熱
く
語
っ
た
。

定
員
１
５
０
人
を
大
き
く
上
回
る
約

１
８
０
人
の
企
業
関
係
者
ら
が
出

席
。
大
手
自
動
車
、
電
機
メ
ー
カ
ー

を
は
じ
め
、
物
流
事
業
者
、
中
小
企

業
ま
で
幅
広
い
分
野
か
ら
参
加
し

た
。
講
演
を
熱
心
に
メ
モ
に
と
っ
た

り
、
分
譲
中
の
産
業
用
地
を
問
い
合

わ
せ
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

　
千
葉
県
側
か
ら
は
佐
藤
忠
信
商
工

労
働
部
長
の
ほ
か
高
梨
国
雄
千
葉
県

企
業
庁
長
、
安
達
哲
郎
都
市
再
生
機

構
首
都
圏
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
本
部
長
ら

開
発
事
業
者
の
幹
部
が
出
席
。
交
流

会
で
は
参
加
者
に
声
を
か
け
て
立
地

環
境
を
熱
心
に
説
明
し
て
い
た
。

東京会場から

海
外
と
の
競
争
、
勝
ち
抜
く
魅
力
を

　　 ２０１２年 平成２４年 １０月３１日 水曜日 【広告特集】 （ ）

交
流
会
で
森
田
知
事
と
歓
談

す
る
聴
講
者

　
Ｑ
Ｖ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
は
全
国

の
Ｃ
Ｓ
放
送
や
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
を
通
じ
、

時
間
３
６

５
日
、
生
放
送
で
テ
レ
ビ
通

販
番
組
を
放
送
し
て
い
る
。

年
度
の
売
上
高
は
８
９
４

億
円
、
従
業
員
は
１
５
０
５

人
。

年
４
月
に
千
葉
市
美

浜
区
の
海
浜
幕
張
駅
前
に
本

社
ス
タ
ジ
オ
と
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
構
え
、
放
送
を
始
め

た
。

　
な
ぜ
Ｑ
Ｖ
Ｃ
は
千
葉
を
選

ん
だ
の
か
。

年
６
月
に
米

国
Ｑ
Ｖ
Ｃ
と
三
井
物
産
が
合

弁
会
社
の
設
立
に
合
意
し
た

と
き
、
拠
点
選
定
に
は
二
つ

の
条
件
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、

番
組
が
放
送
で
き
る
広
い
無

柱
空
間
。
そ
し
て
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
の
人
材
を
確
保
す
る

た
め
に
駅
に
近
く
ア
ク
セ
ス

し
や
す
い
こ
と
。
放
送
開
始

ま
で
の
９
カ
月
間
で
、
こ
の

矛
盾
す
る
条
件
を
ク
リ
ア
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
口

の
多
い
都
心
は
土
地
が
少
な

く
、
あ
っ
て
も
高
価
だ
。
倉

庫
を
ス
タ
ジ
オ
に
改
装
す
る

こ
と
も
考
え
た
が
、
郊
外
で

は
採
用
が
難
し
い
。
最
終
的

に
条
件
を
満
た
し
た
の
が
海

浜
幕
張
だ
っ
た
。

　
広
い
土
地
が
あ
り
、
ア
ク

セ
ス
性
に
優
れ
、
人
材
が
優

秀
で
コ
ス
ト
も
良
好
。
そ
れ

が
千
葉
県
の
特
徴
だ
。
非
常

に
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
地
域

と
言
え
る
。

　
在
庫
や
サ
ン
プ
ル
を
置
く

商
品
セ
ン
タ
ー
は
千
葉
県
佐

倉
市
に
あ
る
。
海
浜
幕
張
へ

の
近
さ
で
選
ん
だ
が
、
結
果

的
に
成
田
空
港
へ
の
ア
ク
セ

ス
性
が
事
業
に
好
影
響
を
与

え
て
い
る
。
海
外
製
品
が
輸

入
し
や
す
く
、
海
外
か
ら
応

援
ス
タ
ッ
フ
も
呼
び
や
す

い
。
現
在
、
佐
倉
か
ら
年
間

８
０
０
万
ケ
ー
ス
の
商
品
を

全
国
に
出
荷
し
て
い
る
。
約

４
０
０
人
の
社
員
が
働
き
、

多
く
は
近
隣
の
主
婦
の
方
々

だ
。
後
背
人
口
が
多
く
、
採

用
に
困
る
こ
と
は
少
な
い
。

　

年
か
ら
新
社
屋
の
検
討

を
開
始
し
た
。
他
県
を
含
め

て
考
え
た
が
、
都
心
や
成
田

空
港
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
、
後

背
人
口
な
ど
、
再
調
査
を
通

じ
て
も
千
葉
の
優
位
性
は
揺

ら
が
な
か
っ
た
。
す
で
に
社

員
の
９
割
が
千
葉
県
に
在
住

し
、
「
Ｑ
Ｖ
Ｃ
は
千
葉
の
地

場
産
業
の
よ
う
だ
」
と
言
わ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
自
社
ビ

ル
を
建
設
す
れ
ば
さ
ら
に
千

葉
と
の
結
び
つ
き
は
強
ま
る

だ
ろ
う
。

　
千
葉
に
来
た
こ
と
は
大
正

解
だ
っ
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
を
立

ち
上
げ
、
育
て
、
拡
大
す
る

た
め
に
必
要
な
要
素
が
十
分

に
あ
る
。
来
年
か
ら
は
新
社

屋
「
Ｑ
Ｖ
Ｃ
ス
ク
エ
ア
」
で

放
送
を
始
め
る
。
放
送
を
通

じ
て
幕
張
や
千
葉
県
を
全
国

の
皆
さ
ん
に
よ
り
親
し
ま
れ

る
場
所
に
し
た
い
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
国

境
の
意
味
が
薄
れ
る
中
で
、

企
業
の
立
地
戦
略
は
変
化
し

て
い
る
。
国
内
と
同
時
に
海

外
も
立
地
の
選
択
肢
に
入
れ

る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ

た
。
で
は
、
企
業
が
投
資
先

を
選
ぶ
と
き
、
ど
ん
な
イ
ン

フ
ラ
や
リ
ス
ク
を
検
証
す
べ

き
か
。

　
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
の
一
つ

は
法
人
税
だ
。
日
本
は
世
界

最
高
水
準
に
あ
り
、
東
日
本

大
震
災
で
法
人
税
の
引
き
下

げ
ペ
ー
ス
は
遅
れ
て
い
る
。

現
段
階
で
は
世
界
で
一
番
不

利
な
国
だ
。
電
気
料
金
も
イ

ン
フ
ラ
と
言
え
る
。
政
府
は

２
０
３
０
年
代
に
原
発
ゼ
ロ

を
目
指
し
て
い
る
が
、
原
発

か
ら
太
陽
光
発
電
へ
の
シ
フ

ト
は
電
気
料
金
の
上
昇
に
つ

な
が
る
。
こ
の
よ
う
に
産
業

イ
ン
フ
ラ
で
日
本
は
非
常
に

不
利
だ
。

　
リ
ス
ク
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
が
あ
る
が
、
ま
ず
自
然

災
害
は
重
要
だ
。
東
日
本
大

震
災
の
よ
う
な
災
害
は
簡
単

に
予
想
で
き
な
い
。
被
災
地

の
あ
る
工
業
団
地
で
は
、
団

地
内
の
ど
こ
に
立
地
し
て
い

る
か
で
被
害
程
度
が
ま
っ
た

く
異
な
っ
た
。
災
害
リ
ス
ク

に
は
非
常
に
高
度
な
判
断
が

必
要
に
な
る
。

　
ア
ジ
ア
諸
国
の
急
激
な
成

長
も
リ
ス
ク
と
言
え
る
。
中

国
は
高
速
鉄
道
の
総
延
長
で

年
に
日
本
を
追
い
抜
き
、

毎
年
６
０
０
０
万

の
発

電
所
を
建
て
て
い
る
。
こ
れ

は
東
京
電
力
の
総
発
電
能
力

に
等
し
い
。
こ
れ
ほ
ど
巨
大

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
隣
に
存
在

す
る
こ
と
自
体
が
リ
ス
ク

だ
。

　
Ｅ
Ｕ
や
ア
メ
リ
カ
と
次
々

に
Ｆ
Ｔ
Ａ

自
由
貿
易
協

定

を
締
結
し
て
い
る
韓
国

も
無
視
で
き
な
い
。
震
災
後

は
日
本
企
業
の
誘
致
を
積
極

化
し
、
法
人
税
と
電
気
代
の

安
さ
や
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
税
金
効
果

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ
や
リ

ス
ク
と
関
係
す
る
の
が
日
本

の
政
治
だ
。
ね
じ
れ
国
会
が

続
き
、
総
選
挙
が
近
づ
い
て

い
る
。
赤
字
財
政
と
円
高
に

ど
う
対
処
し
成
長
戦
略
を
実

現
す
る
の
か
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

環

太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協

定

や
脱
原
発
へ
の
姿
勢
は

ど
う
か
。
我
々
は
慎
重
に
判

断
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
企
業
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
目

線
で
立
地
を
選
択
し
始
め

た
。
千
葉
県
は
他
の

都
道

府
県
だ
け
で
な
く
海
外
と
の

誘
致
競
争
を
勝
ち
抜
く
た

め
、
さ
ら
に
魅
力
を
高
め
て

い
く
べ
き
だ
。

　
千
葉
県
内
で
は
投
資
環
境

の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
東

京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
は
社
会

実
験
で
通
行
料
金
が
８
０
０

円
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

実
験
開
始
の

年
８
月
か

ら
１
年
間
で

首
都
圏
へ
の

経
済
効
果
は
３
５
８
億
円
。

三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク

木
更
津
の
オ
ー
プ
ン
で
２
０

０
０
人
の
雇
用
が
生
ま
れ
、

地
価
が
上
昇
し
て
人
口
も
増

え
て
い
る
。
料
金
引
き
下
げ

は
時
限
措
置
だ
が
、
私
は
恒

久
的
に
全
力
で
取
り
組
む
。

ま
た
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
か
ら
近

い
工
業
団
地
「
か
ず
さ
ア
カ

デ
ミ
ア
パ
ー
ク
」
に
ぜ
ひ
一

度
訪
問
し
て
ほ
し
い
。
緑
に

あ
ふ
れ
た
環
境
で
、
思
い
っ

き
り
働
き
、
思
い
っ
き
り
休

め
る
、
優
れ
た
事
業
環
境
が

整
っ
て
い
る
。

　
千
葉
県
に
は
海
外

都
市

を
結
ぶ
国
際
空
港
、
成
田
空

港
が
あ
る
。
地
元
の
理
解
で

発
着
枠
は

万
回
へ
拡
大
が

決
ま
り
、
今
年
７
月
に
は
格

安
航
空
の
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー

ジ
ャ
パ
ン
が
、
８
月
に
は
エ

ア
ア
ジ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
が
就

航
し
た
。
今
後
、
成
田
に
は

国
内
便
を
ど
ん
ど
ん
整
備
し

て
、
海
外
か
ら
日
本
全
国
に

直
接
行
け
る
よ
う
に
す
る
。

羽
田
空
港
と
も
連
携
を
深
め

る
。
例
え
ば
茂
原
市
な
ら
ば

羽
田
空
港
に
も
成
田
空
港
に

も
１
時
間
以
内
で
行
け
る
。

二
つ
の
国
際
空
港
を
持
て
る

強
み
を
想
像
し
て
ほ
し
い
。

　
道
路
の
整
備
も
進
ん
で
い

る
。
今
年
度
中
に
圏
央
道

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車

道

の
木
更
津
東
―
東
金
間

の
約

が
開
通
す
る
。

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
に
つ
な
が
る

館
山
道
で
は
４
車
線
化
が
決

定
し
た
。
残
る
圏
央
道
の
松

尾
横
芝
―
大
栄
間
は
、
１
日

も
早
い
開
通
の
た
め
に
努
力

す
る
。
住
民
説
明
会
が
始
ま

り
、
県
も
用
地
買
収
に
向
け

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

作
る
。
完
成
す
れ
ば
成
田
空

港
か
ら
圏
央
道
と
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
を
通
っ
て
都
心
に
入
る

経
路
が
完
成
す
る
。
東
関
東

自
動
車
道
の
代
替
道
路
と
し

て
機
能
す
る
は
ず
だ
。

　
千
葉
県
臨
海
部
は
国
内
最

大
規
模
の
素
材
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
産
業
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
、

内
陸
部
に
も

以
上
の
工
業

団
地
が
造
成
さ
れ
て
い
る
。

県
全
体
で
２
０
０

以
上
の

提
供
可
能
な
用
地
が
あ
り
、

企
業
の
ニ
ー
ズ
に
幅
広
く
対

応
で
き
る
。
袖
ケ
浦
市
と
茂

原
市
で
は
新
し
い
団
地
の
整

備
を
進
め
て
い
る
。

　

年
度
に
立
地
優
遇
制
度

を
改
正
し
進
出
企
業
に
は
最

大

億
円
を
補
助
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
ま
た
多
様
な
進

出
形
態
を
踏
ま
え
、
今
年
４

月
か
ら
県
内
に
本
社
を
移
転

し
た
場
合
、
従
業
員
１
人
当

た
り

万
円
の
補
助
金
を
交

付
す
る
制
度
を
設
け
た
。

　
千
葉
の
魅
力
は
ま
だ
ま
だ

あ
る
。
自
然
や
観
光
、
豊
富

な
農
水
産
物
、
そ
し
て
県
民

の
お
も
て
な
し
の
心
。
労
働

力
も
豊
か
で
、
生
産
年
齢
人

口
の
割
合
は

％
と
全
国
４

位
、
多
く
の
理
工
系
大
学
が

若
い
技
術
者
を
輩
出
し
て
い

る
。
千
葉
県
に
は
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
が
あ
る
。
夢
の
あ
る

県
、
あ
そ
こ
な
ら
何
か
で
き

る
ん
じ
ゃ
か
い
か
と
い
う

県
、
そ
ん
な
千
葉
県
を
目
指

す
。
ぜ
ひ
立
地
を
検
討
し
て

ほ
し
い
。


